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１
０
０
％
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
里
山
に
暮
ら
し
た
い

│
│
行
政
や
N
P
O
と
協
働
で
若
者
移
住
支
援

　

き
っ
か
け
は
、「
ら
せ
ん
水
車
」と
の
出
合
い
だ
っ
た
。

　

大
正
時
代
に
富
山
県
で
発
明
さ
れ
、
か
つ
て
は
農
業
用

動
力
源
と
し
て
全
国
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
の
水
車
を
、
富

山
県
立
大
学
が
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
シ
ス
テ
ム
と
し
て
研

究
開
発
中
│
│
こ
の
情
報
を
雑
誌
で
得
た
名
古
屋
大
学
の

高
野
雅
夫
准
教
授
は
、
２
０
０
８
年
に
地
元
住
民
の
協
力
を

得
て
水
車
の
製
作
に
着
手
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
で
岐
阜
県
揖
斐

川
町
の
農
業
用
水
路
に
設
置
し
、地
元
の
古
民
家「
竹
姿
庵
」

で
デ
モ
を
行
っ
た
。

　
「
出
力
は
わ
ず
か
30
Ｗ
で
す
が
、
高
輝
度
L
E
D
で
自
作

し
た
ラ
ン
プ
で
一
軒
分
の
照
明
が
ま
か
な
え
る
う
え
、
小

型
の
洗
濯
機
や
冷
蔵
庫
、
パ
ソ
コ
ン
も
使
え
ま
す
し
、
煮
炊

き
や
暖
房
に
は
薪
や
炭
を
使
え
ば
い
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
の
暮
ら
し
が
十
分
可
能
だ
と
分
か
り
ま
し
た
」と
高
野

准
教
授
。

　

環
境
学
か
ら
派
生
し
た
学
問
領
域
で
あ
る「
千
年
持
続
学
」

を
テ
ー
マ
に「
千
年
先
で
も
持
続
可
能
な
地
球
と
社
会
の
シ

ス
テ
ム
」を
構
想
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の
開
発
研
究

と
地
域
社
会
へ
の
導
入
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
て
き
た
。
そ

の
ひ
と
つ
が
こ
の
実
証
実
験
だ
っ
た
。

　
「
自
然
に
恵
ま
れ
た
農
山
村
で
は
食
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自

給
も
可
能
で
す
し
、
電
気
を
あ
ま
り
使
わ
な
く
て
も
豊
か
な

暮
ら
し
が
で
き
る
こ
と
が
実
証
で
き
ま
し
た
。
結
局
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
ど
う
利
用
す
る
か
は
価
値
観
や
生
き
方
の
問
題
に

な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
」

　

一
方
、
農
山
村
を
抱
え
る
自
治
体
の
多
く
は
高
齢
化
、
過

疎
化
問
題
を
抱
え
る
だ
け
に
、
地
域
再
生
に
つ
な
が
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
期
待
も
大
き
い
。
愛
知
県
豊
田
市
で
は
、

農
山
村
と
都
市
の
住
民
の
交
流
を
進
め
な
が
ら
里
山
へ
の
定

住
を
後
押
し
す
る
た
め
、「
里
山
く
ら
し
体
験
館
・
す
げ
の
里
」

と
い
う
公
共
施
設
を
昨
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
。
高
野
准
教
授

の
研
究
室
は
設
備
面
で
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や
地
中
熱
利
用
、

薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
提
案
し
た
。

　
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
で
運
営
す
る
国
内
で
は
他

に
類
を
見
な
い
公
共
施
設
で
、
宿
泊
し
な
が
ら『
エ
コ
で
豊

か
な
里
山
の
暮
ら
し
』が
体
験
で
き
る
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
」

　

実
際
、
田
舎
で
自
給
自
足
し
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
に
魅

力
を
感
じ
る
都
会
の
若
者
が
、
３
・
11
以
降
さ
ら
に
増
え
て

い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
高
野
准
教
授
と
地
元
N
P
O
が
中
心

に
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
の
が「
千
年
持
続
学
校
」だ
。

　
「
田
舎
へ
の
移
住
希
望
者
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
興
味
の
あ

る
人
が
集
ま
っ
て
、お
金
や
技
術
、知
恵
を
出
し
合
い
、協
働

で
里
山
に
住
ま
い
を
建
て
る
の
で
す
。
建
材
に
は
地
元
の
間

伐
材
を
利
用
し
、
太
陽
熱
や
バ
イ
オ
ガ
ス
、薪
ボ
イ
ラ
ー
な

ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
%
自
給
を
め
ざ
す
。
そ
の
中
で

若
い
人
た
ち
は
稼
ぎ
に
な
る
技
術
を
学
び
、
地
元
の
人
々
と

付
き
合
い
な
が
ら
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
く
。
そ
う
す
れ
ば

田
舎
の
集
落
も
持
続
可
能
に
な
り
ま
す
」

　

い
わ
ば
都
会
人
が「
暮
ら
し
を
自
分
の
手
に
取
り
戻
す
生

き
方
」の
創
造
の
場
で
あ
り「
新
し
い
里
山
の
共
同
体
」の
組

織
化
だ
。
高
野
准
教
授
は
そ
こ
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型

の
生
活
ス
タ
イ
ル
か
ら
脱
却
し
た
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
ひ
と
つ
の
あ
り
方
を
思
い
描
い
て
い
る
。

　
　
（
文
責
・Ｃ
Ｅ
Ｌ
編
集
室
）

名古屋大学大学院環境学研究科
の高野雅夫准教授。地下資源が
枯渇した未来でも持続可能な社
会を構想する「千年持続学」の研
究の傍ら、行政やNPOと協働した
活動にも取り組む。近著に『人は
100Ｗで生きられる』（大和書房）

農業用水路に設置された
「らせん水車」を用いたマ
イクロ水力発電機。水車
の軸からチェーンとベルト
で動力を取り出し、30Ｗ
の電気を生み出す（岐阜
県揖斐川町坂内）

マイクロ水力発電機の隣にある
古民家「竹姿庵」。ここで高野研
究室の「30Ｗ生活」実証研究が行
われた

豊田市の農山村振興の拠点とし
てつくられた、未来の里山暮らし
を体験できる公共施設「里山くら
し体験館・すげの里」。地中熱利
用、太陽光発電、ウッドボイラー
など自然エネルギー100％で運営
されている

すげの里の脇を流れる沢
水に設置された小さな水
車でマイクロ水力発電を
行う。「獣害よけ電気柵
や照明の電源に活用して
います」と高野准教授

地元産の木材を使った木造
２階建ての施設内部は地中
熱利用のため夏は過ごしや
すくエアコンはない。冬の暖
房は薪ストーブとウッドボイ
ラーによる床暖房。照明は
すべてLEDを使用している

すげの里の近隣に設置されたバイオガス発生
装置。家畜のふん尿を投入して発生したガスを
採集し利用する実験が行われている

田舎暮らしを希望する若者を応援しようと開校した
「千年持続学校」。豊田市旭地区の里山の中に月１回
集まって、若い家族が移り住める家を自分たちで建て
ようと共同作業で取り組んでいる


